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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月29日(2012.2.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　図２（ｂ）に示すように、本実施形態のアクチュエータ１は、電圧が印加されていない
ときは、その内部にイオンが均一に分布しており、真っ直ぐな状態になっている。一方、
図２（ａ）及び（ｃ）に示すように、外部電源６により、各電極層間に電圧を印加すると
、その極性に応じて一方の電極層側にイオンが移動する。例えば、アクチュエータ１内に
含有されるイオンが陽イオンである場合には、マイナス側にイオンが集まり、プラス側は
イオンが減少する。このイオンの偏在による濃度差により、各電極層に体積差が生じ、ア
クチュエータ１全体が湾曲（変形する）する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　その際、例えば、図４（ａ）に示すように、電極層１３ａ側にプラス、電極層１３ｂ側
にマイナスの電位が印加されると、電極層１３ａに存在する陽イオン５が、イオン伝導性
高分子層１２を通って、電極層１３ｂ側に移動する。このとき、イオン伝導性高分子層１
２の官能基数が、電極層１３ａの官能基数よりも多いと、各官能基間を陽イオン５が移動
しやすくなるため、イオン伝導性高分子層１２内を陽イオン５が通過しやすくなり、動作
速度が向上する。
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